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１ 背景及び目的 

本市では、人口減少や少子高齢化等、社会情勢の大きな変革期を迎え、将来にわたり持

続可能な行財政運営を行うため、今後一斉に更新時期を迎え、多額の財政負担が見込まれ

る公共施設等について、様々な取組の推進を実行することが急務となっています。 

この状況下において、本市は、『茅ヶ崎市市有財産利活用基本方針』（令和２年９月）を

策定するとともに、『茅ヶ崎市公共施設等総合管理計画』（平成２８年３月）を令和４年３

月に改訂し、『茅ヶ崎市公共施設等総合管理計画（改訂版）』を策定しております。 

当該改訂については、今後も将来にわたって持続可能な行財政運営を実現し、安全・安

心な市民サービスを提供することを目的とし、「長寿命化の推進と維持管理コストの最適

化」、「市有財産の利活用」、「建築物系公共施設の総量縮減と施設配置の適正化」という３

つの基本方針を掲げ、公共施設マネジメントを推進することとしており、実効性のある計

画として、あらゆる選択肢の中からこれまで以上に一歩踏み込んだ施策を展開するため、

抜本的な改訂を行ったものです。 

こうした取組を踏まえ、本市においては、全ての公共施設等及び市有財産を対象に、上

記３つの基本方針の見直し視点に基づき、公共施設等の統合・複合化・廃止・利活用等の

検討を行っております。 

その中で、今回、ネスパ茅ヶ崎ビル及び萩園市民窓口センターほか複合施設において提

供している市民サービスを見直します。 

市民ギャラリーについては、５割程度の利用率で推移していましたが、平成３０年度か

ら利用率が減少傾向となっており、近隣にも類似機能を有する施設が存在することや、市

の文化芸術の拠点である市民文化会館に利用者が集まることで文化活動の活発化が期待

できることから、令和５年９月末に廃止します。 

茅ヶ崎駅前市民窓口センター及び萩園市民窓口センターについては、『窓口サービス提

供のあり方』（平成２３年２月）において、各出張所整備後の市民窓口センター廃止の方

針が策定されているとともに、マイナンバーの利用推進が求められていることから、同じ

く令和５年９月末に廃止します。 

図書業務（配本所）については、コロナ禍対応等が必要とされていることから、令和５

年３月末に移転します。 

廃止等により発生する空きスペースについては、民間貸付の場として利活用します。 

本件については、当該取組の先駆けとなるものですが、今後、様々な公共施設等に関す

る見直しの取組を引き続き行ってまいります。 
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２ 施設の概要（令和 3年 4月 1日時点）及び今後の方向性（案） 

 (1) ネスパ茅ヶ崎ビル 

建物名称 ネスパ茅ヶ崎ビル（3～5階） 

建築年月日 平成 4年 3月 20 日（築 29 年） 

建物構造 鉄筋コンクリート造（目標耐用年数 60年） 

休館日 年末年始（12/29～1/3） 

運営方法 

市民ギャラリー、図書業務（配本

所） 

茅ヶ崎駅前市民窓口センター 

直営（会計年度任用職員 10 人（うち

2人は夜間職員）） 

直営（短時間再任用職員 3 人、会計年度

任用職員 2人） 

≪平面図≫ 

 
３階 ４階 ５階

創作室C

ﾌﾛｱ 施設名 諸室 開館時間 業務内容 
今後の方向性 

現機能 後利用 

3 階 

茅ヶ崎駅前
市民窓口 
センター 

窓
口
ス
ペ
ー
ス 

月・金 11:00～19:30
土日祝 8:30～17:00 

住民票発行業務等 廃止統合 

利活用 
（民間貸付） 

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

ま
な
び
の
窓
口 

月～金 9:00～19:30
土日祝 8:30～19:30 

生涯学習相談業務 廃止統合 

図書業務  

(貸出・返却等) 

機能移転
継続 

会議室 A・B 
9:00～21:30 

（19:30 以降は貸館
の利用終了まで） 

貸館 廃止統合 4 階 展示室 

5 階 創作室 A・B・C 
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(2) 萩園市民窓口センターほか複合施設 

建物名称 萩園市民窓口センターほか複合施設 

建築年月日 平成 13 年 10 月 31 日（築 21年） 

建物構造 鉄筋コンクリート造（目標耐用年数 60年） 

休館日 年末年始（12/29～1/3） 

運営方法 

萩園市民窓口センター 老人憩の家萩園いこいの里 

萩園ケアセンター 

直営（短時間再任用職員 2人、会計年

度任用職員 2人） 

指定管理 

≪１階平面図≫ 

 

ﾌﾛｱ 施設名 諸室 開館時間 業務内容 
今後の方向性 

現機能 後利用 

1 階 

萩園市民 

窓口センタ
ー 

窓口スペース 月～金 8:30～
17:00 

住民票発行業務
等 廃止統合 利活用 

(民間貸付) 

萩園いこいの
里 

会議室、事務室 

ふれあいロビー 

火～日 9:00～
21:00 

（7 月から 9月
は 21:30 まで） 

- 

指定管理継続 

(令和 4年 4月 1日 

～令和 9年 3月 31
日) 

2 階 

萩園ケアセン
ター 

フロア全体 月～土、 

第 1･第 3日曜日 

8:30～17:00 

デイサービス事
業 

3 階 

介護会議室 

介護者教育室 

萩園いこいの
里 

大広間、和室、
洋室、娯楽スペ

ース 

火～日 9:00～
21:00 

（7 月から 9月は
21:30 まで） 

高齢者向け 

貸館 
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(3) 今後の方向性のイメージ 

 

  

類似機能を有する施設

会議室

市民窓口センター

展示室

創作室

類似機能を有する施設

民間貸付

民間貸付
創作室・展示室

機能統合

市民窓口センター

機能統合

歳入

増加

民間貸付

市民文化会館等 市役所

市民文化会館等 市役所

3

F

4

F

5

F

3

F

4

F

5

F

ネスパビル

ネスパビル
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３ 市民ギャラリーの廃止 

(1) 廃止の理由 

ア 利用率が元々低い水準で、新型コロナウイルスまん延の影響を受ける以前からさ

らに減少傾向にあるため（(4)ア参照）。 

イ 近隣に類似機能を有する施設が存在し、廃止後の影響が比較的少ないと考えられ

るため((2)参照)。 

ウ 文化施設を集約することで得られる効果により、市民の文化活動の活発化が期待

されるため((3)参照)。 

 

(2) 市民サービスの補完  

ア 貸館（展示室・会議室等） 

市民ギャラリーは、美術作品の発表と鑑賞の場、創作活動の場、講習会等の場を提

供し、市民文化の向上に寄与することを設置目的としていますが、廃止後は、同様の

目的を掲げている市民文化会館をはじめとする近隣の施設へ機能集約することとし

ます。 

なお、機能集約にあたり、市民ギャラリーと立地が比較的近い施設へ市民ギャラリ

ーの備品を転用するなど、可能な限り利用者の利便性を維持できるよう努めます。 

また、これら施設は、時期によっては予約希望が多く重なることも予想されますが、

利用率には余裕がありますので、今後、より詳細な施設情報を発信し、多くの方に利

用いただけるよう努めます。 

  

※ 類似機能を有する施設一覧表【市民ギャラリーから半径 600m 圏内】 

【展示室】 

施設名 貸室 
面積（小数

点以下切捨） 

定員（コロナによる

人数制限がない場合） 

市民文化会館 

（全面利用のほか、２分割又は

３分割での利用が可） 

展示室Ａ室 74 ㎡ 規定なし 

展示室Ｂ室 56 ㎡ 規定なし 

展示室Ｃ室 115 ㎡ 規定なし 

美術館（展覧会会期中は除く。） 展示室２ 169 ㎡ 規定なし 

展示室３ 75 ㎡ 規定なし 

   【会議室】 

施設名 貸室 
面積（小数

点以下切捨） 

定員（コロナによる

人数制限がない場合） 

市民文化会館 大会議室 123 ㎡ 82 人 

第１会議室 52 ㎡ 36 人 

第２会議室 52 ㎡ 36 人 

第３会議室 37 ㎡ 24 人 

第４会議室 44 ㎡ 30 人 

第５会議室 41 ㎡ 14 人 
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市役所分庁舎コミュニティ

ホール 

会議室Ａ 71 ㎡ 36 人 

会議室Ｂ 71 ㎡ 36 人 

会議室Ｃ 47 ㎡  8 人 

男女共同参画推進センター 大会議室 103 ㎡ 100 人 

第１会議室 24 ㎡ 15 人 

第２会議室 48 ㎡ 30 人 

第３会議室 24 ㎡ 15 人 

高砂コミュニティセンター ホール１ 79 ㎡ 40 人 

ホール２ 61 ㎡ 40 人 

会議室１ 44 ㎡ 20 人 

会議室２ 37 ㎡ 18 人 

会議室３ 39 ㎡ 20 人 

青少年会館 研修室１・２ 87 ㎡ 60 人 

勤労市民会館 Ａ会議室 20 ㎡ 12 人 

Ｂ会議室 19 ㎡ 12 人 

Ｃ会議室 33 ㎡ 18 人 

Ｄ会議室 36 ㎡ 18 人 

Ｂ研修室 76 ㎡ 45 人 

Ｃ研修室 25 ㎡ 16 人 

図書館（社会教育関係団体

のみ利用可） 

第１会議室 60 ㎡ 72 人 

第２会議室 40 ㎡ 24 人 

第３会議室 18 ㎡ 8 人 

   【創作室】 

施設名 貸室 
面積（小数

点以下切捨） 

定員（コロナによる

人数制限がない場合） 

美術館 アトリエ 69 ㎡ 規定なし 

主催のワークシ

ョップは 20 人 

青少年会館 美工室 63 ㎡ 35 人 

※【市民ギャラリーから半径 600m 圏外】 

茅ヶ崎公園体験学習センター 美術工作室 72 ㎡ 36 人 

 

※ 類似機能を有する施設は、施設ごとに利用方法等は異なります。各施設の利用方   

法等（利用制限を含む。）については、今後作成する施設一覧表に記載する予定で 

す。 
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稼働率上昇、
１箇所での
多様な企画の
同時開催
増加

文化活動に親しめる場
としての認知度向上

文化活動に
おける市民の
交流の活発化

文化芸術 
振興の拠点
機能の強化 

イ まなびの窓口（生涯学習相談業務） 

まなびの窓口については、文化生涯学習課窓口及びハマミーナまなびプラザへ集

約することとします。 

まなびの窓口の設置以降、並行してホームページ等において生涯学習に関する案

内を充実させ、メールや電話による問合せにも対応しています。したがって、多様な

媒体及び手段での情報提供や相談対応が可能となっており、窓口相談件数は減少傾

向にあります。対面での相談希望者へは、課窓口（開庁日）及びハマミーナまなびプ

ラザ（土日祝日含む。）において引き続き対応することとします。 

 

(3) 集約による効果 

年間を通じ、一般の利用に供する展示室がある

公の施設は、市民ギャラリー（１室）と市民文化会

館（最大３室※）です。２つの施設に分散していた

展示室（＝活動の発表の場及び鑑賞の場）を市民文

化会館に集約することで、市民文化会館では稼働

率の上昇に伴い、右図のような効果が見込まれ、文

化芸術振興の拠点としてより一層の機能の強化が

期待されます。 

施設の集約により、分散していた多様な利用者が集結することで、ささやかな趣味の

作品から壮大な芸術作品まで、より多彩な展示・発表が展開されていくことを期待しま

す。 

また、市民ギャラリーとは異なり、市民文化会館では、千人を超える規模のイベント

があり、ホールでの鑑賞に訪れた多くの方が展示室に立ち寄る可能性があります。今ま

で作品鑑賞に馴染みのなかった方等を含め、より多くの市民が作品に触れるきっかけ

となり、利用者にとっては新たな鑑賞者の獲得にもつながると考えます。 

なお、市民文化会館展示室の２分割での利用による展示会の同時開催は、市民が相互

に展示室の行き来ができることから、市民（鑑賞者・利用者）同士の交流が活発になる

ことも期待されます。 

 

※ 市民文化会館（大規模改修後の機能について） 

市民文化会館の展示室は、平成２９年３月から平成３０年９月まで大規模改修を

行ったことから、全面利用のほか、２分割又は３分割での利用が可能です。 

また、１階エントランスロビー側は全面ガラス張りで、室外からの視認性が高く、

他の目的で来館した市民の目にも留まりやすい構造となっています。 

なお、市民ギャラリーには駐車場（来館者用・搬入搬出用）がありませんが、市民

文化会館には駐車場及び展示室用の搬入出口があり、利便性に優れ、天候等に左右さ

れにくいという利点もあります。 
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 (4) 市民ギャラリー利用率・使用料等 

  ア 市民ギャラリー利用率と使用料の推移 

 

 

 

利用率については、平成２９年度で５割程度であり、平成３０年度から減少傾向が

見られ、新型コロナウイルスの影響を受ける前から減少が続いていました。 

また、令和元年度３月から２年度６月までの間は、新型コロナウイルスまん延によ

る休館等により、急激な減少があり、特に令和２年度に低下しました。 

令和３年度については、休館はなく、文化会館の展示室がワクチン接種会場となっ

ていたこともあり、微増となりましたが、引き続き低い水準となりました。 

利用可能

件数（件）

利用件数

（件）

利用率

（％）

利用可能

件数（件）

利用件数

（件）

利用率

（％）

利用可能

件数（件）

利用件数

（件）

利用率

（％）

利用可能

件数（件）

利用件数

（件）

利用率

（％）

利用可能

件数（件）

利用件数

（件）

利用率

（％）

全日 348 287 82.5% 359 258 71.9% 329 174 52.9% 270 51 18.9% 358 127 35.5%

午前 1,041 573 55.0% 1,077 515 47.8% 988 431 43.6% 814 299 36.7% 1,078 488 45.3%

午後 1,041 749 72.0% 1,077 634 58.9% 988 587 59.4% 814 303 37.2% 1,078 493 45.7%

夜間 1,041 77 7.4% 1,077 40 3.7% 988 41 4.1% 814 1 0.1% 1,078 28 2.6%

合計 3,123 1,399 44.8% 3,231 1,189 36.8% 2,964 1,059 35.7% 2,442 603 24.7% 3,234 1,009 31.2%

午前 710 526 74.1% 718 476 66.3% 658 405 61.6% 542 218 40.2% 718 330 46.0%

午後 710 543 76.5% 718 477 66.4% 658 392 59.6% 542 218 40.2% 718 298 41.5%

夜間 710 151 21.3% 718 152 21.2% 658 129 19.6% 542 50 9.2% 718 71 9.9%

合計 2,130 1,220 57.3% 2,154 1,105 51.3% 1,974 926 46.9% 1,626 486 29.9% 2,154 699 32.5%

5,601 2,906 51.9% 5,744 2,552 44.4% 5,267 2,159 41.0% 4,338 1,140 26.3% 5,746 1,835 31.9%

29年度 30年度

総計

会議室（２室）

創作室（３室）

展示室

施設名 時間帯

元年度 ２年度 ３年度

合計 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 還付

27年度 3,229,250 369,740 161,830 264,270 323,830 291,450 296,160 284,300 280,640 293,150 194,720 264,790 280,370 76,000

28年度 3,354,410 286,880 199,030 217,500 281,910 295,350 328,290 267,770 276,330 278,840 236,690 417,330 334,840 66,350

29年度 3,460,960 190,840 261,130 271,670 286,970 316,970 345,880 267,350 249,540 354,650 241,480 335,660 352,420 13,600

30年度 2,835,520 335,070 243,350 170,940 199,460 280,580 294,020 270,350 247,850 205,880 191,740 274,310 230,400 108,430

元年度 2,196,380 336,390 332,240 199,410 184,760 316,030 328,460 194,050 242,860 228,690 207,700 245,380 218,260 837,850

2年度 1,269,870 143,640 20,840 286,620 200,310 206,070 182,440 146,010 168,730 72,550 225,350 212,750 595,440

3年度 2,295,190 252,600 223,800 169,460 157,750 155,750 184,240 273,170 149,360 261,030 100,170 147,160 220,700 91,050

3-2年度 1,025,320 108,960 223,800 148,620 -128,870 -44,560 -21,830 90,730 3,350 92,300 27,620 -78,190 7,950 -504,390

使用料

29年度 30年度 元年度 2年度 3年度

使用料 3,460,960円 2,835,520円 2,196,380円 1,269,870円 2,295,190円

利用率 51.9% 44.4% 41.0% 26.3% 31.9%
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    なお、展示室の利用率は、平成３０年１０月に市民文化会館展示室がリニューアル

オープンした翌年の令和元年度は前年度比１９％の減少が見られます。一方で市民

文化会館展示室の利用率は、６３．６％にとどまっており、利用者の分散が起きてい

ると考えます。市民文化会館展示室への集約による効果により、市民の文化活動の活

発化が期待されます。((3)参照)。 

 

  イ 利用料金の比較 

(ｱ) 展示室 

施設 室 
面積 

(㎡) 

利用料金（1日利用）（円） 利用料金比較（円） 

平日 土日祝日 

1 日利用 6 日連続利用

(土日休 2 日含む) 
平日 土日祝日 

市民ギャラリー 展示室 134 9,420 9,420 56,520 

市民文化会館 

展示室 A 74 3,900 5,060 
6,850 8,890 45,180 

展示室 B 56 2,950 3,830 

9,020 11,710 59,500 
展示室 C 115 6,070 7,880 

※ 市民ギャラリーは減免規定あり 
※ 市民文化会館は使用方法により附属設備使用料あり 

 
 
(ｲ) 会議室 

施設 室 
定員

(人) 

面積 

(㎡) 

利用料金（円） 

午前  午後  夜間  昼間  昼夜  全日  

9:00 

～  

12:30 

13:00 

～  

17:00 

17:30 

～  

21:30 

or 

22:00 

9:00 

～  

17:00 

13:00 
～  

21:30 

or 

22:00 

9:00 

～  

21:30 

or 

22:00 

市民ギャラリー 

会議室 A 18 41 940 1,150 1,150 2,090 2,300 3,240 

会議室 B 18 41 940 1,150 1,150 2,090 2,300 3,240 

定員 1名あたりの料金 52.2 63.9 63.9 116.1 127.8 180.0 

市民文化会館 

会議室 3 24 37 920 1,220 1,570 2,140 2,800 3,720 

定員 1名あたりの料金 38.3 50.8 65.4 89.2 116.7 155.0 

会議室 4 30 44 1,100 1,440 1,860 2,540 3,310 4,410 

定員 1名あたりの料金 36.7 48.0 62.0 84.7 110.3 147.0 

※ 市民ギャラリーは減免規定あり 
※ 市民ギャラリーの夜間区分は 21 時 30 分まで 
※ 市民文化会館の夜間区分は 22時まで 

 

ウ 市民ギャラリー減免内容 

         

利用 

団体 

年間平均（平成３０年度～令和３年度） 

利用 

団体数 

（団体） 

件数

（件） 
減免金額（円） 

一団体当たりの 

平均減免金額（円） 

民間 78 939 1,182,847 15,164 

市 5 47 143,320 28,664 
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 (5) 市民アンケート調査結果 

  ア 対象 

令和４年２月１８日時点で茅ヶ崎市に住民登録のある１６歳以上の方から無作為

に抽出した５，０００人の方 
 

  (ｱ) 回答者数 ６５６人 

(ｲ) 回 答 率 １３．１％ 

 

  イ 期間 

    令和４年２月２８日から３月２２日まで 

 

  ウ 設問及び結果【抜粋】 

設問４－１「市民ギャラリーの貸室を利用したことがありますか。」 

 

設問４－３「どれくらいの頻度で利用していますか。」 

※ この項目は、４－1で「利用したことがある」を選択した４７人の方のみの御     

回答です。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

月に１回以上

6%

３か月に１回以上

4%

半年に１回

以上

11%

１年に１回

以上

19%

現在は利用

していない

60%

3人

2人

5人

9人

28人

月に１回以上

３か月に１回以上

半年に１回以上

１年に１回以上

現在は利用していない

47人

609人

利用したことがある

利用したことがない

利用したことが

ある

7%

利用したことがない

93%
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設問９－１「市民ギャラリーを廃止し、空きスペースを利活用することについて、

どのように考えますか。」 

   
 

 (6) 利用者意見募集結果 

本計画について、利用者に意見を聴くため、通知を送付し、意見を募集しました。結

果については次のとおりです。 

ア 通知を送付した利用者 ２１５件 

※ 令和元年４月１日から令和４年４月１９日の期間に当該施設を利用された方に送付 

   イ 意見を収受した利用者   ５８件 

  ウ 意見件数         １５１件 

 

（存続に関する意見） 

意見内容 件数 

市民ギャラリーの存続を希望する ３３ 

市民ギャラリーの廃止・利活用に対して理解がある １４ 

 

  市民ギャラリーの存続を希望する意見には、創作室の存続を希望する意見が多くあり 

ました。また、彫刻や絵画等で利用するにあたり、部屋の広さ、備品、照明等が使い勝手 

の良い施設であるとの意見等がありました。 

  展示室については、趣味のサークルの発表の場として使用しやすい場所であるという 

意見等がありました。 

  また、存続希望の意見が多数あった一方で、廃止・利活用について理解を示された意見 

も一定数ありました。 

 

 

 

 

 

 

廃止して利活用

しても良い

81%

廃止しない

ほうが良い

7%

わからない

12%

531人

48人

77人

廃止して利活用しても良い

廃止しないほうが良い

わからない
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 （その他の意見） 

意見内容 主な意見 件数 

類似機能を有す

る施設に関する

意見・要望につ

いて   

・市民ギャラリー備品の転活用を希望する。 

・他施設に予約が集中し、確保が困難となる。 

・市民ギャラリーの創作室の機能（広さ、水道・照明設備

等）と同等機能を有する施設がない。 

・市民文化会館等に創作室の新設を希望する。 

・他施設の詳細説明資料の作成を希望する。 

・市民ギャラリーと比較し、市民文化会館の利用料金が高

い。 

・他施設を紹介された場合、高齢者が多いので、駅近の施

設でないと利用が難しい。 

４３ 

立地について 
・駅直結で利便性が高く、高齢者・障がい者・市外の方

等が利用しやすい。 
１２ 

その他意見に 

ついて 
・駅前市民窓口センターの廃止に納得する。 １２ 

利用率減少に 

ついて 

・利用率減少の原因はコロナ禍の影響が大きいと考え

る。 
１０ 

財政的観点に 

ついて 

・民間貸付のための改修費が財政圧迫を招くと考える。 

・駅前施設の積極的活用として、活用できる民間に払い

下げるべきである。 

・茅ヶ崎は全国的に著名であり、文化施設にネーミング

ライツを付与することで、財源が創出できる。 

７ 

市民ギャラリー

に関するその他

意見について 

・市民ギャラリーの会議室は、２室に分けた場合、防音

設備がないため声が聞き取りにくい。 

・近隣自治体共同でのギャラリー運営を希望する。 

７ 

施設周知につい

て 
・利用者減少は、周知不足が原因である。 ５ 

使用料について 

・現行施設が引き続き使用可能な場合、減免規定の見直

し、使用料の値上げも許容する。 

・廃止の前にまず減免規定の見直し・使用料の値上げを

検討すべきである。 

４ 

文化生涯学習活

動について 

・高齢者の趣味のサークルの「ささやかな趣味」の発表

の場であったからこそ、生涯学習の発表の場にふさわ

しい。 

４ 

   その他意見については、類似機能を有する施設に関する意見が最も多かったです。今 

後、市民ギャラリー備品の転用等の検討、駅周辺施設を中心とした類似機能を有する施 

設の情報発信に努めます。 
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４ 市民窓口センターの廃止 

(1) 廃止の理由 

平成２３年２月に策定した『窓口サービス提供のあり方』において、市内３つの地区

拠点に出張所（辻堂駅前、香川駅前及びハマミーナ）を整備し、それにあわせて各市民

窓口センターを段階的に出張所及び本庁舎に統合することとしています（５つあった

市民窓口センターのうち、小和田市民窓口センター、香川市民窓口センター及び南湖市

民窓口センターは既に廃止しています。）。 

また、国を挙げた取組によりマイナンバーカードの普及が進んできており、利用促進

にもつながることが想定されることも踏まえ、この度、茅ヶ崎駅前市民窓口センター及

び萩園市民窓口センターを廃止します。 

※ 出張所の整備方針と提供サービスについては、(5) 『窓口サービス提供のあり方』

（平成２３年２月）（抜粋）を参照。 

 

(2) 茅ヶ崎駅前市民窓口センター及び萩園市民窓口センター 

ア 茅ヶ崎駅前市民窓口センター 

(ｱ) 開業日時 月曜日・金曜日 １１時～１９時３０分（祝日・年末年始を除く） 

        日曜日・土曜日・祝日 ８時３０分～１７時（年末年始を除く） 

(ｲ) 取扱業務 住民票の写し、戸籍証明書、印鑑登録証明書、課税・非課税証明書等

の交付、市税等の収納 

(ｳ) 証明等発行件数 

年度 発行件数（件） 
市全体の発行件数に

対する割合（％） 

平成２９年度 ５７，４５９ １７．２ 

平成３０年度 ５４，０７５ １７．０ 

令和元年度 ４５，１１４ １５．３ 

令和２年度 ２５，６７９  ９．０ 

令和３年度 ２２，３３１  ７．８ 

※ 令和２年１月から開業日時を変更（火曜日から木曜日まで休業） 

(ｴ) 証明書１件あたりに係る概算経費（令和２年度） ４７２円 

 

イ 萩園市民窓口センター 

(ｱ) 開業日時 月曜日～金曜日 ８時３０分～１７時（祝日・年末年始を除く） 

(ｲ) 取扱業務 住民票の写し、戸籍証明書、印鑑登録証明書、課税・非課税証明書等

の交付、市税等の収納  
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(ｳ) 証明等発行件数 

年度 発行件数（件） 
市全体の発行件数に

対する割合（％） 

平成２９年度 ８，２１６ ２．５ 

平成３０年度 ７，５７２ ２．４ 

令和元年度 ６，８９７ ２．３ 

令和２年度 ７，１３４ ２．５ 

令和３年度 ６，７８６ ２．４ 

(ｴ) 証明書１件あたりに係る概算経費（令和２年度）  １，１９４円 

 

ウ 市民窓口センターの証明等発行状況 

市民窓口センターの証明等発行件数については、茅ヶ崎駅前市民窓口センターに

おいては年々減少傾向にあり、萩園市民窓口センターにおいては近年継続して発行

件数が少なく、直近５年間で見ても市全体の発行件数に対する割合が２パーセント

ほどとなっています。平成２９年度から始まったマイナンバー制度による情報連携

の進展により住民票等を取得する必要性が減少してきていること、マイナンバーカ

ードの普及に伴いコンビニ交付サービスの利用が増えてきていること、出張所が整

備されたこと等が、市民窓口センター証明書等発行件数の減少の一因であると考え

られます。 

 

施設ごとの証明等発行件数等 

施設 

令和３年度 
平成２９年度 

（参考） 

証明等 

発行件数 

（件） 

全体に占

める割合 

（％） 

証明等 

発行件数 

（件） 

全体に占

める割合 

（％） 

市民課本庁 162,268 56.9 181,146 54.1 

市民窓口センター 茅ヶ崎駅前 22,331 7.8 57,459 17.2 

萩園 6,786 2.4 8,216 2.5 

出張所 辻堂駅前 32,722 11.5 39,489 11.8 

香川駅前 11,972 4.2 12,742 3.8 

ハマミーナ 17,783 6.2 17,917 5.4 

小出支所 9,031 3.2 11,405 3.4 

コンビニ交付 21,971 7.7 4,663 1.4 

その他 207 0.1 1,639 0.4 

総合計 285,071 100.0 334,676 100.0 
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(3) 課題 

廃止後は、平日（８時３０分～１７時）以外の窓口については、市役所本庁舎の月２

回の土曜開庁日（午前）及び辻堂駅前出張所の夜間窓口（火曜日・木曜日の１９時３０

分まで）となります。 

 

(4) 市民サービスの補完：今後の証明書等交付事務 

現行と同じ形式のサービスを行うことは難しい一方で、マイナンバー制度の進展、マ

イナンバーカードの普及、法改正による制度や社会状況の変化により、来庁しなくても

証明書等を取得することができる方法が増えていることや証明書等を取得する必要性

が今後さらに減少していくことから、廃止による影響は少なくなっていくと考えられ

ます。特に、マイナンバーカードについては、国を挙げて普及に取り組んでおり、今後

さらに交付と利用が進んでいくことが想定されます。 

現行のサービスや今後の制度改正等により想定される変化については次のとおりで

す。 

ア マイナンバーカードの普及及びコンビニ交付サービスの取扱件数の増加 

 国では、「国民の利便性の向上」、「行政の効率化」、「公平・公正な社会の実現」の

ためマイナンバー制度を推進しており、その中でマイナンバーカードの交付を行って

います。 

     マイナンバーカードについては、令和２年度から大幅に交付率が向上しており、令

和４年４月１日現在で４６．７％となっています。 

     本市では、平成２６年からマイナンバーカードを使用してコンビニエンスストア

で住民票の写し及び印鑑証明書を取得すること（コンビニ交付サービス）が可能とな

っており、近年は、マイナンバーカードの普及に伴い、取扱件数が増加しています。 

      

マイナンバーカード交付率とコンビニ交付サービスの取扱件数 

年度 
マイナンバーカード 

の交付率（累計）（％） 

コンビニ交付サービス 

の取扱件数（件） 

令和元年度 
１８．８  

（令和２年４月１日現在） 
 ６，４０３  

令和２年度 
３０．９  

（令和３年４月１日現在） 
１１，３７０  

令和３年度 
４６．７  

（令和４年４月１日現在） 
   ２１，９７１  

 

イ マイナンバー制度による情報連携の進展により、行政手続の際の証明書添付の必

要性が減少しています。 

 

ウ 戸籍法改正により、戸籍事務にマイナンバー制度が導入され、行政手続（戸籍の届

出を含む）の際の戸籍謄抄本等の添付が不要となります（令和５年度中に開始予定）。 
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  エ 戸籍法改正により、戸籍事務がネットワーク化され、本籍地以外の市区町村でも戸

籍謄抄本等の取得が可能となります（令和５年度中に開始予定）。 

 

  オ 出張所及び小出支所等の利用促進 

本庁舎市民課窓口の混雑を緩和するため、すでに整備されている３つの出張所及

び小出支所の認知度を上げるための広報活動を充実させ、身近な窓口としての利用

を促進しています。 

 

カ 出張所での提供サービスの充実 

『窓口サービス提供のあり方』に基づき、出張所の整備が完了したことにより、市

民窓口センターで行っていた証明書の発行等の業務に加え、申請・届出の受付や手続

などの各種サービスを提供することが可能となりました。 

 

キ 郵送による証明書の申請・交付 

住民票の写し、戸籍謄抄本等の郵送による申請の受付及び証明書等の交付を行っ

ています。 

※ 昨年度、コロナ禍において来庁せずにできる手続として、ホームページ等で積

極的に周知を図った経緯があります。 

   

ク 電子申請による申請の受付 

    e-kanagawa 電子申請を用いた申請を受け付けています。 

 

ケ 土曜日及び夜間の証明書交付 

本庁舎市民課窓口  第２・第４土曜日 ８時３０分～１２時 

辻堂駅前出張所   火・木曜日 １９時３０分まで 
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 (5) 『窓口サービス提供のあり方』（平成２３年２月）（抜粋） 

※ 「（仮称）市民センター」とは、現在の出張所のことです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 (6) これまでの取組 

時期 内容 

平成２３年２月 『窓口サービス提供のあり方』策定 

平成２３年１０月 パブリックコメント実施 

平成２６年５月 小和田市民窓口センター廃止 

辻堂駅前出張所開設 

平成２７年４月 南湖市民窓口センター廃止 

ハマミーナ出張所開設 

平成２７年１０月 香川市民窓口センター廃止 

香川駅前出張所開設 

平成３１年１月 全員協議会にて「これからの市民課窓口の運営について」

を協議 

令和２年１月 茅ヶ崎駅前市民窓口センター開庁日時の縮小 
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５ 図書業務（配本所）の機能移転 

 (1) 機能移転の理由 

   無人受取ロッカーを活用した非対面型配本所を設置することにより、利用者の利便

性の向上及び更なる読書推進を図るとともに、貸出業務における感染症リスクを低減

するため、ネスパ茅ヶ崎ビルにおける図書業務（配本所）の機能移転を行います。当該

提案に至った経緯は、次のとおりとなります。 

  ア 市民ギャラリーの廃止 

上記３に基づき、市民ギャラリーの令和５年９月末の廃止が提案されました。ネス

パ茅ヶ崎ビルにおける図書業務（配本所）の運営は、市民ギャラリーの職員が兼務で

行っているため、図書業務（配本所）を引き続き運営するには、人件費が必要になる

とともに、運営スペースが必要とされます。 

 

  イ 図書館ネットワークの整備 

    図書館法では、図書館奉仕の規定を設け、詳細は図書館の設置及び運営上の望まし

い基準（文科省告示）に示されています。公立図書館の設置に当たっては、サービス

対象地域の人口分布等を勘案して、適切な位置等を確保するよう努めることとされ

ています。住民の図書館利用は、施設からの距離が遠くなるにつれて、急速に減少し

ます。 

 また、住民の日常生活における通勤や買物動線など、日常の生活動線への配慮も重

要です。この考え方に基づき、本市ではこれまで分館、図書室、配本所を設置し、図

書館ネットワークの整備を進めてきました。その結果、貸出点数の４割近くが図書

室・配本所となっています。 

    加えて、基準には「利用者及び住民の利用を促進するため、開館日・開館時間の設

定に当たっては、地域の実情や利用者及び住民の多様な生活時間等に配慮する」とさ

れています。図書館利用者アンケートにおいては、「開館時間を２１時、２２時まで

延長してほしい」という声があります。昼夜間人口比率から推測されるように、本市

は東京・横浜への通勤にも適しており、茅ケ崎駅における１日の乗車人員（約４万人）

は、ほとんどが茅ヶ崎市民（在学・在勤を含む）と推測されます。 

 

ウ 図書業務における新型コロナウイルス感染症への対応 

新型コロナウイルス感染症への対応としては、令和２年４月に「茅ヶ崎市新型コロ

ナウイルス感染症対策政策パッケージ」を策定し、感染拡大防止策や緊急経済・生活

対策、危機事態終息後の強靭化対策までを総合的に推進することとしています。 

図書館においては、令和２年３月から約３ヶ月間、臨時休館することとしましたが、

図書館開館を求める声が多く上がったことから、他の公共施設に先んじて、予約資料

の受取を再開した経緯があります。今後、新たな感染症の感染拡大が起きても、市民

の学びの機会を止めない図書館業務の強靭化対策に取り組む必要があります。 

また、図書業務（配本所）の利用数はコロナ禍以前よりも伸びており、本館の混雑

を避けて短時間で利用するニーズを反映しているものと思われます。 
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 (2) ネスパ茅ヶ崎ビルにおける図書業務（配本所） 

ア 開館日数 

３５９日（３６５日－年末年始６日：１２／２９～１／３） 

 

イ 開館時間 

月曜日～金曜日     ９時～１９時３０分（祝日・年末年始を除く） 

    土曜日・日曜日・祝日  ８時３０分～１９時３０分（年末年始を除く） 

    ※ 昼休みなし 

 

ウ 職員 

市民ギャラリーの会計年度任用職員が兼務で従事（日中２人、夜間１人） 

 

  エ 貸出推移 

令和元年度、２年度は休室の影響で減少しましたが、年々増加しています。 

 

  

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度

利用者数（人） 7,362 10,827 11,779 12,112 12,811 13,540 13,415 11,091 13,662
貸出点数（点） 12,050 18,160 21,148 22,455 23,373 25,549 25,272 21,797 25,703

※令和元年度は３月休室

※令和2年度は4～5月休室

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度

貸出推移

利用者数（人） 貸出点数（点）
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オ 利用者の年齢層（令和３年度） 

図書業務（配本所）と本館における利用者の年齢層は、図書業務（配本所）は４０

～５０歳代の利用が多く、本館は６０歳代以上の利用が多いです。 

 

カ 利用曜日（令和３年度） 

    本館は土・日曜日に集中しますが、図書業務（配本所）は満遍なくすべての曜日で

利用があります。 

 

 

 (3) 市民サービスの補完：無人受取ロッカーによる非対面型配本所の設置 

上記(2)オのとおり、ネスパ茅ヶ崎ビルにおける図書業務（配本所）の利用者層の中

心は４０～５０歳代の現役世代で、１７時以降の利用も３割近くに上ります。平日１９

時までに本館へ行くことができない、月曜日が休日であるなど、制約がある利用者にと

って本館利用は難しく、利用機会の喪失となることが予見されます。 

また、図書館利用者アンケートにおいても夜間開館を希望する声があることから、機

施設 0-18歳 19-29歳 30-39歳 40-49歳 50-59歳 60歳- 合計
配本所　（人） 1,250 480 1,359 2,881 2,905 4,787 13,662
本館　　（人） 20,170 6,369 13,178 24,113 22,000 58,197 144,027

0-18歳

9%19-29歳

4%
30-39歳

10%

40-49歳

21%

50-59歳

21%

60歳-

35%

配本所

0-18歳

14%
19-29歳

5%

30-39歳

9%

40-49歳

17%
50-59歳

15%

60歳-

40%

本館

施設 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日 合計
配本所　（人） 1,713 1,746 1,935 2,153 2,195 2,185 1,735 13,662
本館　　（人） 2,778 22,062 22,251 16,544 20,817 28,905 30,670 144,027

月曜日

12%

火曜日

13%

水曜日

14%

木曜日

16%

金曜日

16%

土曜日

16%

日曜日

13%

配本所

月曜日

2% 火曜日

15%

水曜日

15%

木曜日

12%金曜日

15%

土曜日

20%

日曜日

21%

本館
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能移転により夜間・休館日貸出しが可能となることで、新しい利用者を開拓し、読書推

進にも繋がると考えられます。 

また、令和２年４月に策定された「茅ヶ崎市新型コロナウイルス感染症対策政策パッ

ケージ」では、教育環境の脆弱性が指摘されたところです。今後、新たな感染症の拡大

が起きても市民の学びを止めない取組として、非対面型の無人受取ロッカーの設置は

有効であると考えます。 

以上のことから、市民ギャラリーの廃止に伴うネスパ茅ヶ崎ビルにおける図書業務

（配本所）のあり方については、本館の利用が可能な方については、本館への利用を勧

奨しつつ、駅に近い場所に無人受取ロッカーによる非対面型配本所を設置し、図書業務

（配本所）の機能移転による発展的解消を図ります。 

 

(4) 無人受取ロッカー 

  無人受取ロッカーとは、予約した図書館資料を宅配ロッカーのように受け取るシステ

ムです。 

（利用イメージ） 

 

（設置イメージ）高さ 1,290mm×横 2,400mm×奥行 450mm 
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(5) メリット・デメリット 

ア メリット 

(ｱ) 利用者の都合に合わせた（夜間・休館日）貸出が可能 

(ｲ) ネスパ茅ヶ崎ビルにおける図書業務（配本所）の利用者層と親和性が高い 

→ ネットで予約、パッと行ってパッと借りる 

(ｳ) 若い世代の更なる利用が見込める 

→ 学生や会社員など、時間的に図書館本館の利用が難しい層への読書推進 

(ｴ) 新しい生活様式（非接触、ＤＸ）に合致したサービスの提供 

(ｵ) 対面では借りにくい本（精神保健、病気に関する本等）の利用ハードルを下げる 

(ｶ) 市外へのアピール 

→ 駅近辺での無人受取ロッカー設置は県内初 

 

  イ デメリット 

(ｱ) 「返して借りる」ができない 

→ 図書の場合は、茅ケ崎駅自由通路内南側にある返却ポスト（下記写真参照）

をうまく利用することで解消 

(ｲ) 「リクエスト」（茅ヶ崎市で所蔵がない資料の予約）ができない 

→ 次期システム更新時に、ホームページからリクエストを受け付ける機能の

追加について検討 

(ｳ) ボックスサイズを超える資料は貸出できない 

→ コンパクトサイズの内寸は 245mm×415mm×115mm。Ａ４サイズは可。紙芝居

や大型本は不可ですが、返却ポストの入口と同等 

(ｴ) 収納数を上回る受取人数には対応不可 

→ ネスパ茅ヶ崎ビルにおける図書業務（配本所）で取り置きとなっている利用

者数は１００人を超え、１日当たりの貸出人数は３５人前後、多いと４０人を

超えます。イメージ写真のロッカーは４６ボックスとなるため、一部の利用者

が本館を利用したとしても、潜在的な利用者が掘り起こされれば、足りなくな

る可能性があります。先行事例では、収納数を上回る場合は本館受取に変更す

る等の対応をしていますが、その都度、事務量が増えることとなります。 

 

  茅ケ崎駅自由通路内返却ポスト 

 

 

 

 

 

 

 

 

返却ポスト 
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(6) 設置場所 

   ２４時間３６５日受取可能という無人受取ロッカーの機能を最大限に生かすため、

茅ケ崎駅自由通路内へ設置したいと考えます。なお、管理者とは設置について交渉して

おり、好感触を得ています。 

 

茅ケ崎駅自由通路内 返却ポストに隣接するため、利便性が高いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(7) 費用・効果額 

ア 無人受取ロッカー 

下表のうち、「交付金対象」の○は、国庫補助金（新型コロナウイルス感染症対応

地方創生臨時交付金）の活用を検討します。 

交付金は令和４年度事業が対象のため、事業の開始は令和５年３月を見込みます。 

交付金の活用により、初期費用、保守管理費（５年間）は一般財源の持ち出しがあ

りません。 

（単位：円） 

初期費用 金額 交付金対象 

ロッカー（運搬・設置費・税込） （メーカー定価）6,952,000 ○ 

システム改修費（税込） 704,000 ○ 

ＬＡＮ配線工事 交渉中 ○ 

電気配線工事 交渉中 ○ 

合計 － － 

（単位：円） 

維持費用（年額） 金額 交付金対象 

保守管理費 

→年１回の点検、コールセンター対応 

143,000 ○ 

（5 年分） 

建物総合損害共済（保険） 699 ×※ 

人件費 

→ロッカーへの資料預入・期限切れ管

理 

745,252 

（1,050 円×2 時間×1 人工

×310 日＋夏休＋年休＋旅

費＋共済費） 

× 

ＬＡＮ回線使用料 （月額 28,600）343,200 ×※ 
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電気料金 賃料に含 ×※ 

床面賃借料 100,000 ×※ 

合計 1,332,151 － 

※ 令和４年度中の費用（１か月分）は○。令和５年度以降が×。 

 

イ ネスパ茅ヶ崎ビルにおける図書業務（配本所）を継続 

（単位：円） 

維持費用（年額） 金額 

人件費 4,950,268 

（1,050 円×6時間×2人工

×359 日＋夏休＋年休＋旅

費＋共済費） 

ＬＡＮ回線使用料 （月額 28,600）343,200 

業務端末、ＯＰＡＣ賃借料 約 300,000 

合計 5,593,468 

 

ウ 効果額（＝アとイの差額（初期費用は±０とする）） 

（単位：円） 

維持費用のみ（５年後～） 金額 

合計 4,261,317 
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６ 廃止後の方向性（案） 

市民ギャラリー等の廃止・移転に伴い、空いたスペースについては、民間への貸付を行

い、歳入確保を目指します。 

 (1) ネスパ茅ヶ崎ビル 

貸付場所 
登記簿面積

（㎡） 
部屋面積（㎡） 想定される用途 課題等 

３階 329.82 
会議室 A：39 
会議室 B：36 
窓口ｽﾍﾟｰｽ：30 

・事務所 

・塾、スクール 

・クリニック等 

・基本的には民間への貸付

を想定（貸付面積は要検討） 

・内装の大規模改修が想定

されるため貸付期間満了後

はスケルトン返し 

４階 354.21 展示室のみ：約 150 

５階 354.21 
創作室 A：63 
創作室 B：60 
創作室 C：60 

  

(2) 萩園市民窓口センターほか複合施設 

貸付場所 面積（㎡） 部屋面積（㎡） 想定される用途 課題等 

１階 

窓口 

ｽﾍﾟｰｽ 

137.66 窓口ｽﾍﾟｰｽ：137.66 
・事務所 

・塾、スクール 

・基本的には民間への貸付

を想定 

・内装の大規模改修が想定

されるため貸付期間満了後

はスケルトン返し 
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７ 廃止等による効果見込額 

 (1) ネスパ茅ヶ崎ビル 

 

   初年度効果見込額：29,139,269 円（①－②－③＋④） 

次年度以降効果見込額：42,409,369 円（①－③＋④） 
 

①歳入想定額：24,660,000 円／年 ②イニシャルコスト：13,270,100 円  
③追加費用：1,332,151 円／年 ④歳出効果額：19,081,520 円／年 

 【内訳】 

① 歳入想定額 

３～５階を民間貸付することにより、得られると想定される収入額 

貸付面積（㎡） 貸付金額（月額／年額）（万円） 

３階 329.82 82.5／990  

４階 354.21 70／840  

５階 354.21 53／636  

※ 貸付時の㎡単価は、3階：2,500 円／㎡、4階：2,000 円／㎡、5階：1,500 円／㎡

と想定 

※ それぞれ１フロアで貸付することを想定 

歳入想定額：24,660,000 円／年 

 

② 撤収にかかる費用 

（単位：円） 

施設 撤収 

市民ギャラリー 2,335,000 

窓口センター 
2,432,100 

（機器の移設費含む） 

ネスパ茅ヶ崎ビル全体 改修費：8,503,000 

イニシャルコスト：13,270,100 円 

 

  ③ 移転等にかかる追加費用         

（単位：円） 

図書業務 

※駅自由通路内ロッカー導入の場合 
維持管理 1,332,151 

   追加費用：1,332,151 円／年 
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④ 歳出効果額 

（単位：円） 

歳出 
(R2 決算) 

内訳  

市民ギャラリー管理運営経費（人件費等） 9,089,536 

茅ヶ崎駅前市民窓口センター管理運営経費 11,261,854 

小計 20,351,390 

歳入 
(R2 決算) 

内訳  

市民ギャラリー使用料金収入  
※ 還付額 595,440 円 

1,269,870 

小計 1,269,870 

歳出効果額：19,081,520 円 

 

 (2) 萩園市民窓口センターほか複合施設 

 

    初年度効果見込額：8,225,446 円（①－②＋③） 

次年度以降効果見込額：10,102,046 円（①＋③） 
 

①歳入想定額：1,150,000 円／年 ②イニシャルコスト：1,876,600 円 
③歳出効果額：8,952,046 円／年  

 【内訳】 

① 歳入想定額 

１階窓口スペースを民間貸付することにより、得られると想定される収入額 

貸付面積（㎡） 貸付金額（月額／年額）（万円） 

１階 137.66 9.6／115  

※ 貸付時の㎡単価は、700 円／㎡と想定 

歳入想定額：1,150,000 円／年 

 

② 撤収にかかる費用 

（単位：円） 

施設 撤収 

窓口センター 
1,876,600 

（機器の移設費含む） 

イニシャルコスト：1,876,600 円 

 

③ 歳出効果額 

（単位：円） 

歳出 
(R2 決算) 

内訳  

萩園市民窓口センター管理運営経費 8,952,046 

計 8,952,046 

歳出効果額：8,952,046 円 
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８ 廃止等にかかるメリット・デメリット（まとめ） 

 (1) メリット 

ア 貸付による収入と、廃止・移転による歳出の抑制により、財政効果が見込まれます。 

 

イ 民間活力による公共施設の有効活用と市民サービスの向上が見込まれます。 

 

ウ 市民文化会館等の類似機能を有する施設の利用率向上が見込まれます。【市民ギャ

ラリー廃止】 

 

エ マイナンバーの利用推進につながることが想定されます。【市民窓口センター廃止】 

 

オ 時間的拘束がある市民などの図書利用促進が見込まれます。【図書業務（配本所）

移転】 

 

カ 新しい生活様式（非接触、ＤＸ）に合致するサービス提供が可能となります。【図

書業務（配本所）移転】 

 

(2) デメリット 

ア 市民が利用できる公共施設が減ります。 

 

イ 市役所の窓口混雑が発生する可能性があります。【市民窓口センター廃止】 

 

ウ 無人受取ロッカーによる非対面型配本所は、機能移転前と比較し、借入図書の大き

さ制限や収納数（ボックス数）制限などが発生します。【図書業務（配本所）移転】 
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９ スケジュール 

時期 内容 

令
和
３
年
度 

令和４年１～２月 政策調整会議・政策会議 

令和４年２月 市議会：全員協議会 

令和４年２月 

市民窓口センター廃止（茅ヶ崎駅前・萩園）についての自治会

等周知 

萩園いこいの里指定管理者説明（萩園市民窓口センター廃止） 

ネスパ茅ヶ崎ビル利活用にかかる関係団体等協議・説明 

令和４年２月 

市民アンケート（市民ギャラリー廃止に係る意見収集） 

※ 茅ヶ崎駅前市民窓口センター廃止及び図書業務機能移転

についても記載 

令和４年３月 
ネスパ茅ヶ崎ビル等の利活用に係る市場調査（５月末〆切・６

月末以降結果公表予定） 

令
和
４
年
度 

令和４年４～５月 
市民ギャラリーの廃止及びネスパ茅ヶ崎ビル利活用に関する

意見募集（市民ギャラリー利用者対象） 

令和４年６月 パブリックコメント 

令和４年７月～ 図書業務無人受取ロッカー仕様、運用検討 

令和４年９月 図書業務補正予算 

令和４年１０月 

市民窓口センター廃止（茅ヶ崎駅前・萩園）についての市民周

知 

市民ギャラリー廃止についての市民周知 

令和４年１０月 
例規等審査会（市民ギャラリー条例廃止等及び市民窓口セン

ター設置規則廃止等） 

令和４年１２月 市議会定例会（市民ギャラリー条例廃止） 

令和５年１月 
図書業務無人受取ロッカー入札・契約 

図書業務機能移転についての市民周知 

令和５年３月 
図書業務無人受取ロッカー設置工事、プレ運用開始 

図書業務廃止 

令
和
５
年
度 

令和５年４月 図書業務無人受取ロッカー本格運用開始 

令和５年９月 
市民ギャラリー廃止 

市民窓口センター廃止（茅ヶ崎駅前・萩園） 

令和５年１０月～ 

市民ギャラリー・市民窓口センター設備撤去作業 

ネスパ茅ヶ崎ビル改修工事 

貸付事業者募集・決定 

令
和
６
年
度 

令和６年４月～ ネスパ茅ヶ崎ビル等利活用開始 
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市民ギャラリー、茅ヶ崎駅前市民窓口センター及び萩園市民窓口センターの廃止等 

並びにネスパ茅ヶ崎ビル等の今後の利活用に関する方針（素案） 

令和４（２０２２）年６月 

 

発行 茅ヶ崎市 

編集 財務部資産経営課資産経営担当（公共施設マネジメント・利活用に関すること） 

   文化生涯学習部文化生涯学習課生涯学習担当（市民ギャラリーに関すること） 

   総務部市民課戸籍住民担当（市民窓口センターに関すること） 

   教育推進部図書館図書館担当（図書業務（配本所）に関すること）    

〒253-8686 神奈川県茅ヶ崎市茅ヶ崎一丁目１番１号 

電 話 0467-82-1111（代表） 

ＦＡＸ 0467-87-8118 

ホームページ https://www.city.chigasaki.kanagawa.jp 

携帯サイト http://mobile.city.chigasaki.kanagawa.jp 


